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９月10日、東城文化ホールで帝釈峡遺跡群発掘60周年記念シンポジウムが開催されました。２人９月10日、東城文化ホールで帝釈峡遺跡群発掘60周年記念シンポジウムが開催されました。２人
の講師による講演や、帝釈峡遺跡群のこれからの活用についてパネルディスカッションが行われましの講師による講演や、帝釈峡遺跡群のこれからの活用についてパネルディスカッションが行われまし
た。（関連記事：19ページ）た。（関連記事：19ページ）

帝釈峡の未来への展望を考える

国史跡　寄倉岩陰遺跡国史跡　寄倉岩陰遺跡出土した人骨（時悠館で展示）出土した人骨（時悠館で展示）

古瀬清秀さんの基調講演古瀬清秀さんの基調講演
帝釈峡遺跡群の発掘の歴史を解説帝釈峡遺跡群の発掘の歴史を解説

木山耕三市長のあいさつ木山耕三市長のあいさつ
60周年をお祝い60周年をお祝い



芸
備
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ろ
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芸
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開
業
か
ら
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
芸
備
線
。

　
鉄
道
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
生
活
交
通
と
し
て
、
学
生
や
高
齢
者
な
ど
に
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
観
光
な
ど
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に
必
要
な
交
通
基
盤
で
す
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
芸
備
線
の
利
用
促
進
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

観
光
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
開
発
や
、
ロ
ー
カ
ル
ダ
イ
ブ
ト
レ
イ
ン
な
ど
の
観
光
客
誘
致
の
た

め
の
事
業
、
市
や
県
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
を
行
う
「
芸
備
線
・
木
次
線

利
用
促
進
協
議
会
」
の
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
芸
備
線
の
秋
の
増
便
や
、
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
、
芸
備
線
・
木
次
線
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

庄
原
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行

庄
原
ラ
イ
ナ
ー
の
運
行

　

昨
年
に
続
き
、
広
島
‐
備
後
庄
原
駅
間
を

走
る
「
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
」
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　

運
行
日
に
は
、
備
後
庄
原
駅
で
の
お
出
迎

え
や
、市
内
周
遊
案
内
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

運
行
期
間

10
月
22
日
㈯
～
12
月
11
日
㈰
の
土
日
祝
日

【
計
18
日
間
】

運
行
時
間

７
時
33
分　

広
島
駅
発

９
時
45
分　

備
後
庄
原
駅
着

※
三
次
駅
で
の
乗
り
継
ぎ
な
し
で
備
後
庄
原

駅
へ
到
着
し
ま
す
。

※
運
行
時
間
は
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
線
×
新
た
な
観
光

　

８
月
20
日
、「
ロ
ー
カ
ル
ダ
イ
ブ
ト
レ
イ

ン
」
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
本
市
の
観
光
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
芸
備
線
の
利
用
者
を
増
や
す

こ
と
を
目
指
し
、
庄
原
市
芸
備
線
・
木
次
線

利
用
促
進
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

　

新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ

る
「
ロ
ー
カ
ル
体
験
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

「
ロ
ー
カ
ル
体
験
」
と
は

　

地
方
都
市
や
田
舎
に
行
き
、
土
地
の
人
と

交
流
し
な
が
ら
そ
の
地
域
に
よ
り
深
く
踏
み

込
み
、
文
化
、
自
然
、
食
な
ど
に
触
れ
る
体

験
で
す
。
観
光
客
向
け
に
飾
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
地
域
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
触
れ
、

体
験
を
楽
し
む
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル
は
、

世
界
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
市
は
、
里
山
の
原
風
景
と
い
わ
れ
る
農

村
景
観
を
は
じ
め
、
ロ
ー
カ
ル
体
験
に
適
し

た
資
源
の
宝
庫
で
す
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
鉄

道
は
、
旅
情
、
広
い
車
窓
景
観
な
ど
か
ら
ロ

ー
カ
ル
体
験
と
の
相
性
が
良
い
移
動
手
段
と

い
え
ま
す
。

芸
備
線
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

芸
備
線
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト

　

芸
備
線
沿
線
４
市
（
庄
原
市
・
広
島
市
・

安
芸
高
田
市
・
三
次
市
）
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
「
芸
備
線
対
策
協
議
会
」
は
、
芸
備

線
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
公
共
交
通
機
関
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、「
芸
備
線
お
も
て
な
し
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
庄
原
ラ
イ
ナ
ー
運
行
初
日
に

合
わ
せ
て
、
備
後
庄
原
駅
前
で
「
駅
前
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
弁
当
や
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
の
ほ

か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
備
線
に
乗
っ
て
イ
ベ
ン
ト
に
来

た
人
に
は
、
限
定
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ぜ
ひ
芸
備
線
を
利
用
し

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
10
月
22
日
㈯

と
こ
ろ　
備
後
庄
原
駅
周
辺

運
賃
の
助
成

運
賃
の
助
成

　

市
は
、
芸
備
線
・
木
次
線
の
対
象
区
間
を

利
用
す
る
市
民
グ
ル
ー
プ
へ
の
運
賃
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

芸
備
線
グ
ル
ー
プ
利
用
助
成
金

対
象
者

市
民
を
含
む
４
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

助
成
対
象
区
間

芸
備
線
・
木
次
線
・
伯
備
線
の
次
の
区
間

①
三
次
駅
か
ら
備
中
神
代
駅
ま
で

②
木
次
駅
か
ら
備
後
落
合
駅
ま
で

③
新
見
駅
か
ら
備
中
神
代
駅
ま
で

※
こ
の
区
間
を
越
え
て
利
用
し
た
時
は
、
対

象
区
間
分
の
み
助
成
対
象
と
し
ま
す
。

助
成
対
象
経
費

市
内
の
駅
を
出
発
駅
ま
た
は
到
着
駅
と
す

る
、
片
道
ま
た
は
往
復
の
普
通
旅
客
運
賃

助
成
金

対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
で
上
限
３
万
円

※
運
賃
に
係
る
他
の
補
助
金
と
の
併
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

列
車
を
利
用
し
た
日
か
ら
10
日
以
内
に
、
領

収
書
を
お
持
ち
の
上
、
市
民
生
活
課
ま
た
は

各
支
所
市
民
生
活
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。市内で切符を買おう！　

　市内の駅で、ＪＲの切符を購入することで、芸備線の収益
につながります。みんなで買って芸備線を応援しましょう。

駅名 窓口営業日 窓口営業時間 購入可能切符

備後庄原

年末年始を除く
毎日

７時10分～17時10分
乗車券
自由席特急券
指定券
定期券

備後西城 ６時50分～17時40分 乗車券
自由席特急券

東城 ７時10分～９時10分 乗車券
自由席特急券

小奴可 ８時～17時 乗車券

利用促進事業
取り組み事例

　「ローカルダイブトレイン」は、芸備線・木次線の新たな活用可能性を切り開くとともに、庄原市が持つ魅
力に改めて光を当てる、文化振興やシビックプライド（都市に対する市民の誇り）の醸成にもつながる取り組
みです。今後もさらにモニターツアーを実施した後、継続的な取り組みへと展開していく予定です！

　モニターツアー　当日の様子
　広島市・呉市から参加した30人が、貸切列車で広島駅を出発し、備後庄原駅へ到着。庄原では５コースに分か
れてさまざまな体験を行いました。

　参加者にはアンケートを行い「地元の人との交流が素晴らしい。とても親切に対応してもらい感動した」「芸
備線はゆったりとした時間が過ごせた。車窓からの景色も飽きることがない」と感想が寄せられました。

貸し切り列車はカープ号！

地元ガイド、時悠館学芸員の案内で、帝
釈峡の成り立ちや地元から見た帝釈峡
の話を聞きながら散策。

田んぼの水路を
見学し、日々の
水の管理やたた
ら製鉄との関係
を聞いた。その
後こんにゃく作
りを体験。

地元の人の案
内で、熊野神社
を中心に、ゴギ
養殖場など熊
野地域全体の
フィールドワ
ークを実施。

最後は備後庄原駅前で
記念撮影！

油木駅前でどぶろくを
作る高原酒造を訪ね、
どぶろくのボトリング
やバーベキューを楽し
んだ。また、目の前を
通過するトロッコ列車
を見て楽しんだほか、
木次線列車へ乗車。

①帝釈峡

③西城町八鳥

⑤西城町油木

④西城町熊野

②比和町三河内
棚田テラスからの展望を楽しみながら、地
域の人から日々の営みの中で景観が守ら
れていることを聞いた。

利
用
促
進
事
業
実
施
中
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まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

東城路まちなみ協議会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

街道東城路を中心にまちづくり

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

もくじ
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５　５　こうすりゃ～ええ農こうすりゃ～ええ農

　　　／庄原が好き　／庄原が好き

６　６　庄原市キャッシュレス決済推進事業庄原市キャッシュレス決済推進事業

９　９　税のかわら版税のかわら版

10　10　森林体験プログラム森林体験プログラム

1212　新型コロナウイルス　新型コロナウイルス

　　オミクロン株対応ワクチン　　オミクロン株対応ワクチン

1313　行政相談週間　行政相談週間

1414　ほのぼのネット通信　ほのぼのネット通信

　　／コミュニティ助成事業　　／コミュニティ助成事業

15　15　浄化槽月間浄化槽月間

　　／安心安全な毎日のために　　／安心安全な毎日のために

1616　　高額療養費支給申請手続きの簡素化高額療養費支給申請手続きの簡素化

　　／骨髄バンク推進月間　　／骨髄バンク推進月間

1717　庄原市公式ＬＩＮＥ開設　庄原市公式ＬＩＮＥ開設

　　／市政トピックス　　／市政トピックス

1818　カメラレポート　カメラレポート

20　20　健康広場健康広場

2121　お知らせ　お知らせ

2828　出張！カメラレポート　出張！カメラレポート

　　　　／里山の駅庄原ふらりイベント情報／里山の駅庄原ふらりイベント情報

父母より：
小さいながらもわんぱ
く元気いっぱいでいて
ね。　

坂さ
か
ぐ
ち口　

煌こ
う

く
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
３
年
５
月
15
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

父母より：
病気に負けず、元気いっ

ぱいでいてね。

坂さ
か
ぐ
ち口　

朱
あ
か
ねち

ゃ
ん
（
東
城
町
）

Ｒ
１
年
11
月
19
日
生
ま
れ

　
●庄原高南道場スポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　庄原高南道場は、
庄原中学校の武道
場で柔道の稽古を
行っています。
　稽古は、毎週火・
木曜日に行ってお
り、未就学児・小学
生の部は18 時30 分
～20 時30 分、中学
生以上の部は20 時
30 分 ～21 時30 分
です。
　私たちは、柔道の
理念である「精力善用」と「自他共栄」の二つの規範を基に、チー
ムスローガンの「錬成」を掲げ、心と体を鍛えています。部員は、未
就学児・小学生・中学生を含め20 人程度です。新入部員を随時募
集していますので、未就学児から大人まで、性別に関係なく、柔道
に興味のある人、ぜひ足を運んでください。
連絡先：野﨑義雄　☎0824-72-4040
電子メール：takaminami.judo.2009@gmail.com

　東城路まちなみ協議会は、街道東城路周辺地区の魅力ある街
道づくりを進め、にぎわいを創出するために立ち上げた団体です。
　同協議会では歴史部会・景観部会・防災部会の３つの部会を設け、
まちなみの景観整備や歴史的建築物の活用、防災
意識の向上などに取り組んでいます。
　令和２年度には活動の一環として、街道東城路の
歴史的な建物や逸話を紹介するためのパンフレット

「東城たてものがたり」を作製しました。
　本年度は 11 月３日㈭に「まちなみ散策・行灯づ
くり体験・交流コンサート」を開催する予定です。
　皆さんも、ぜひ街道東城路へお越しください。

【問い合わせ】
東城路まちなみ協議会事務局（市役所東城支所産業建設室内）
☎ 08477-2-5141

市 民 の ペ ー ジ
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問
い
合
わ
せ

口
和
町
生
産
者
組
合
事
務
局

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
２
０
０

口
和
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
３

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
農
指
導
員
か

ら
農
業
の
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
つ
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
作
っ
た

野
菜
な
ど
を
出
荷
で
き
る
農
産
物
直
売

所
「
モ
ー
モ
ー
物
産
館
」
を
紹
介
し
ま

す
。

　

中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線
口

和
Ｉ
Ｃ
を
降
車
し
て
、
一
般
道
と
の
合

流
点
を
右
折
す
る
と
、
モ
ー
モ
ー
物
産

館
に
到
着
し
ま
す
。

　

モ
ー
モ
ー
物
産
館
は
、
口
和
地
域
の

新
鮮
な
野
菜
や
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品

の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
出
荷
者
が

当
番
制
で
直
売
所
に
立
ち
、
販
売
す
る

野
菜
に
は
出
荷
者
の
写
真
を
掲
示
す
る

な
ど
、
来
場
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
、
顔
の
見
え
る
安
全
・
安
心
な
商

品
の
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
併
設
し
て
い
る「
お
お
つ
き
亭
」

で
は
、
う
ど
ん
や
お
に
ぎ
り
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
訪
れ
る
人

が
い
る
だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
の
来

客
も
多
い
な
ど
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

モ
ー
モ
ー
物
産
館
へ　
　
　
　
　

出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

出
荷
す
る
に
は

　　

モ
ー
モ
ー
物
産
館
で
は
、
出
荷
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
特
別
な
要
件
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
次
の
内
容
を
ご
理
解
の

上
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
出
品
会
費　

５
０
０
円

▼
販
売
手
数
料　

無
料

▼
販
売
価
格　

出
荷
者
が
設
定

▼
商
品
管
理　

出
荷
者
が
管
理

▼
販
売　

出
荷
者
に
よ
る
当
番
制

営
業
時
間　
８
時
～
17
時

定
休
日　
毎
週
木
曜
日

　

　
生
ま
れ
育
っ
た
口
和
町
に
帰
り
た
い
と
思

い
続
け
、
念
願
叶
っ
た
中
平
さ
ん
に
現
在
の

生
活
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

持
ち
続
け
た
思
い

　

私
は
５
年
前
、
大
阪
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た

口
和
町
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
関
西
の
大
学

に
進
学
し
、
結
婚
し
て
か
ら
は
夫
の
仕
事
の

関
係
で
い
ろ
い
ろ
な
地
域
に
移
り
住
み
ま
し

た
。
短
い
時
に
は
１
年
未
満
で
転
勤
に
な

り
、
い
つ
引
っ
越
し
に
な
る
か
分
か
ら
な
い

の
で
、
荷
物
は
い
つ
も
段
ボ
ー
ル
に
入
れ
た

ま
ま
で
必
要
な
時
に
取
り
出
し
て
使
う
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

転
勤
族
だ
っ
た
私
た
ち
家
族
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
た
地
域
も
あ
れ
ば
、
何
年
経
っ
て

も
馴
染
め
な
か
っ
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。
い

ろ
ん
な
地
域
に
住
ん
で
み
ま
し
た
が
「
こ
こ

は
私
が
住
む
場
所
で
は
な
い
。
い
つ
か
口
和

に
帰
り
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と

持
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

念願だった口和町での
生活を楽しむ
中
なかひら

平　愛
あい

さん

口
和
に
帰
る

　

口
和
の
実
家
は
、
し
ば
ら
く
空
き
家
に

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
母
が
掃
除
や
風
通
し

に
帰
り
、
い
つ
で
も
ま
た
住
め
る
よ
う
に

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
役
目
を
私

が
受
け
継
い
だ
頃
か
ら
、
口
和
に
帰
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
よ
り
一
層
強
ま
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

夫
に
は
、
は
っ
き
り
と
伝
え
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ど
う
や
ら
私
の
気
持
ち
が
分

か
っ
て
い
た
よ
う
で
、
実
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
、
夫
の
定
年
退
職
後
に
、
口
和
へ
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
草
が
生
え
て
い
た
畑
を
耕
し
て

野
菜
を
育
て
た
り
、
自
治
会
の
活
動
に
参
加

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
こ
と
も
多

く
、
右
往
左
往
し
な
が
ら
日
々
過
ご
し
て
い

ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
住
ん
で
か
ら
私
の
表
情

が
柔
ら
か
く
な
っ
た
と
夫
も
喜
ん
で
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
借
家
住
ま
い
か
ら
持
ち
家
が
で

き
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
、
以
前
よ
り

頻
繁
に
私
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
く
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

番
外
編
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加
盟
店
は
、
店
舗
の
入
り
口
な
ど
に
の
ぼ

り
や
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
盟
店
の
一
覧
は
、
月
の
始
め
に

新
聞
折
り
込
み
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
金
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
に
は

　

チ
ャ
ー
ジ
は
、
加
盟
店
（
一
部
除
く
）
や

市
内
５
カ
所
の
チ
ャ
ー
ジ
専
用
端
末
で
で
き

ま
す
。

チ
ャ
ー
ジ
専
用
端
末
設
置
場
所

（
９
月
１
日
現
在
）

▼
庄
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル

▼
Ａ
コ
ー
プ
し
ょ
う
ば
ら

▼
ト
ー
エ
イ

▼
フ
レ
ス
タ
東
城
店

▼
ウ
イ
ル
西
城

　

現
金
を
カ
ー
ド
に
チ
ャ
ー
ジ
し
て
お
く

と
、
支
払
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
拡

大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業

と
は

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業
は
、

①
非
接
触
の
決
済
手
段
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

　

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と

②
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
市
内
事
業
者

　

を
支
援
す
る
こ
と

③
市
民
の
生
活
を
通
じ
て
市
内
経
済
を
活
性

　

化
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

庄原市キャッシュレス決済推進事業庄原市キャッシュレス決済推進事業

「な・み・か」「ほ・ろ・か」で便利・安心！「な・み・か」「ほ・ろ・か」で便利・安心！
商工観光課商工振興係　☎0824-73-1178商工観光課商工振興係　☎0824-73-1178

　「な・み・か」「ほ・ろ・か」カードは市内の加盟店で使えるキャッシュレス決済対応のポイントカードです。
　このカードが使われることで、市内のお店を応援することにつながります。収益は、カードのお得なキャンペ
ーンや、地域のイベントでのポイントとして市民の皆さんへ還元されており、庄原市独自の地域内循環型サービ
スといえます。

効果的に地域経済を循環

庄原市キャッシュレス
決済推進協議会

市民

加盟店

観光客

ポイント発行ポイント発行

利用利用

手数料手数料

観光消費観光消費

好
循
環

好
循
環

庄原市キャッシュレス決済推進事業

「
な・み・か
」「
ほ・ろ・か
」の
使
い
方

（次ページに続く）

　

事
業
の
実
施
主
体
は
、
庄
原
商
工
会
議

所
、
東
城
町
商
工
会
、
備
北
商
工
会
、（
一
社
）

庄
原
観
光
推
進
機
構
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

「
庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議

会
」
で
す
。
令
和
２
年
度
に
市
と
協
議
会
が

連
携
し
、
希
望
す
る
市
民
に
１
万
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
た
「
な
・
み
・
か
」
カ
ー

ド
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

市
は
、
協
議
会
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

カ
ー
ド
の
普
及
に
向
け
た
広
報
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

市
民
の
生
活
支
援・　
　
　
　
　
　

市
内
経
済
活
性
化
事
業

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
付
与

　

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
、
市
の
独
自
経
済

策
と
し
て
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」

カ
ー
ド
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し

て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
市
内
加
盟
店
で
買
い

物
を
す
る
と
５
千
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は
、
10
月
末

ま
で
の
買
い
物
・
支
払
い
が
対
象
で
、
期
間

中
１
回
限
り
で
す
。

　

な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
使
用
期

限
は
、
令
和
５
年
１
月
31
日
で
す
。

200円（税抜き）につき
１ポイント貯まる

貯まったポイントは
１ポイント１円として
使えます

１万円チャージするごとに
100円のプレミアム

　
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
カ
ー
ド
は
、

市
内
２
３
２
店
舗
（
９
月
１
日
現
在
）
の
加

盟
店
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で　
　
　
　
　
　
　

ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

ア
プ
リ
内
の
電
子
会
員
証
で
買
い
物
が
で

き
、
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
お
得
な
情
報

や
、
庄
原
市
の
観
光
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
情
報

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

レシートでも確認できます

チャージ専用端末

レジで「な・み・か」「ほ・ろ・か」
の利用を伝えてください。

レジで「な・み・か」「ほ・ろ・
か」を提示してください。

買い物に使えるポイントが
貯まります。

転
入
者
の
加
入
促
進

　

転
入
者
に
も
、
広
く
「
な
・
み
・
か
」
を

使
っ
て
も
ら
う
た
め
、
転
入
の
手
続
き
の
際

に
、
加
入
案
内
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
５
千
円

分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
た

「
な
・
み
・
か
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
限
は
、
カ
ー
ド

発
行
日
か
ら
３
カ
月
後
の
月
末
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
・
付
与
イ
ベ
ン
ト

　

協
議
会
は
、
毎
月
ポ
イ
ン
ト
還
元
・
付
与

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
月
の
初
め
に
新
聞
折
り
込
み

で
配
布
さ
れ
て
い
る
チ
ラ
シ
の
イ
ベ
ン
ト
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
毎
週
金
・
土
曜
日
は
ポ
イ
ン
ト
２
倍

▼
毎
週
金
・
土
曜
日
は
ポ
イ
ン
ト
２
倍

▼
毎
月

▼
毎
月
1515
・・
1616
日
は
ポ
イ
ン
ト
５
倍

日
は
ポ
イ
ン
ト
５
倍

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ
と

で
付
与
さ
れ
る
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
受
け

取
り
に
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」

を
選
択
で
き
ま
す
。

～
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
に
は
～

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
む

②
申
込
時
に
選
択
す
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
を

「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
に

③
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
で

２
万
円
分
の
チ
ャ
ー
ジ
や
、
買
い
物
を
す
る

④
最
大
５
千
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
が

「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
に
付
与

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
や
公
金
受
け
取
り
口
座
の
登
録
を
行
う
こ

と
で
、さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

①
庄
原
商
工
会
議
所

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
１
２
１

（
東
本
町
一
丁
目
２
番
22
号
）

②
東
城
町
商
工
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

（
東
城
町
川
東
１
１
７
５
番
地
）

③
備
北
商
工
会

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
９
０
４　

（
西
城
町
西
城
１
９
７
番
地
３
）

④（
一
社
）庄
原
観
光
推
進
機
構

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

（
三
日
市
町
４
番
地
10　

里
山
の
駅
庄
原
ふ

ら
り
内
）
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口座振替登録キャンペーン実施中口座振替登録キャンペーン実施中
国民健康保険税

償却資産（固定資産税）って何？償却資産（固定資産税）って何？

収納課収納係　☎0824-73-1511収納課収納係　☎0824-73-1511

税務課資産税係　☎0824-73-1144税務課資産税係　☎0824-73-1144

　償却資産とは「事業用の構築物、機械、工具・器具・備品」など、確定申告や市県民税申告を行うときに減価
償却費の計算を行う資産です。「土地」「家屋」と同様に、固定資産税の対象となります。
　事前に所有する償却資産を確認しておきましょう。

【キャンペーン期間】　令和５年１月 31 日㈫まで
【対象者（条件）】　①～③の全てを満たす世帯主が対象
①キャンペーン期間中に新たに口座振替登録を行っている。
②令和 5 年 1 月 31 日時点で世帯に国民健康保険の被保険者がいる。
③納期が到来している保険税について未納がない。
※年金から国民健康保険税を納付している場合は対象外です。

【賞品】
●広島県産品（３千円相当）	 県内全体で 600 人
●ＱＵＯカード（３千円相当）	 県内全体で 400 人
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えます。（令和５年２月下旬以降順次発送予定）

【口座振替の手続き】
　「市税等口座振替依頼書」を金融機関窓口に提出してください。手続きには、通帳と届け出印が必要です。
口座振替依頼書は、市内各金融機関、収納課（または各支所市民生活係）にあります。

　県内全市町を対象に国民健康保険税の「口座振替登録」を促進するキャンペーンを実施しています。次の条件
に該当する人の中から抽選で賞品が当たります。ぜひこの機会に、便利で安心な「口座振替」をご利用ください。

　償却資産の所有者は、毎年 1 月 1 日現在の状況を市町村へ申告しなければなりません。

　申告書様式や申告の手引きを 12 月中旬に市ホームページに掲載します。また、これまでに申告をしたことが
ある人には、12 月下旬に申告書や申告の手引きを発送します。
　なお、償却資産の課税標準額（取得額に基づき、経過年数に応じた価値の減少を考慮した額）の総合計が
150 万円未満であれば課税されません。

主な償却資産

償却資産の申告

自動エントリー申し込み不要

＜各 業 種 共 通＞
　　　製造設備、コピー機、パーテーション、看板、
　　　中央監視装置（監視カメラ）、駐車場舗装など

＜小売業・飲食業＞
　　陳列棚、冷蔵庫、オーブン、テレビ、レジスター、
　　壁掛け式エアコンなど

＜農　　　　業＞
　　　畜舎（家屋の課税対象でないもの）、乾燥機、
　　　ビニールハウス、農薬散布用ドローン、
　　　温室管理装置などの農業用機械設備など

＜太 陽 光 発 電＞
　　太陽光パネル、パワーコンディショナー、
　　電力量計、ネットフェンスなど
　　※10kw未満の太陽光発電設備（住宅用）を除く

令和５年度分の申告受付期間　令和５年１月４日㈬～31日㈫

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
の　
　
　
　
　

申
し
込
み
サ
ポ
ー
ト
実
施
中
！

　

庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議

会
で
は
、「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」

へ
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
手
続
き
や
申
し
込
み
の
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
・
火
曜
日　

９
時
～
16
時

※
令
和
５
年
２
月
ま
で
（
予
定
）

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎　

１
階
市
民
ホ
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
内
容

①
健
康
保
険
証
利
用
の
登
録

②
公
金
受
け
取
り
口
座
の
登
録

③
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
最
大
２
万
円
分
）
の

申
し
込
み

用
意
す
る
も
の

▪
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

※
受
け
取
り
の
際
に
設
定
し
た
４
桁
の
暗
証

番
号
も
必
要
で
す
。

▪
自
身
の
「
な
・
み
・
か
」
ま
た
は
「
ほ
・
ろ
・

か
」
カ
ー
ド

▪
公
金
受
け
取
り
口
座
の
登
録
を
希
望
す
る

場
合
は
、
通
帳
な
ど
口
座
情
報
が
分
か
る
も

の※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
手
続
き
は
、
市

民
生
活
課
・
各
支
所
市
民
生
活
係
へ
。

庄原市キャッシュレス決済推進事業

自
治
振
興
区
の
活
動
を
支
援

　

市
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
、
そ

れ
に
よ
る
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
す
た

め
、
自
治
振
興
区
の
活
動
な
ど
に
参
加
し
た

人
へ
、「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
の

ポ
イ
ン
ト
が
、
自
治
振
興
区
か
ら
付
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

付
与
対
象
と
な
る
活
動
や
付
与
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
は
、
各
自
治
振
興
区
が
決
定
し
て
お

り
、
賛
同
し
た
自
治
振
興
区
と
協
議
会
が
カ

ー
ド
利
用
に
関
す
る
協
定
を
結
び
、
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

久代自治振興区
事務局長

藤
ふ じ い

井皇
こ う ぞ う

造さん

　

昨
年
10
月
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
健
康
教

室
、
サ
ロ
ン
な
ど
の
参
加
者
に
、
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
も
ら
え
る
こ
と
で
、
参
加
す

る
楽
し
み
が
増
え
た
様
子
で
、
皆
さ
ん
忘
れ

ず
カ
ー
ド
を
持
っ
て
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
さ
ら
に
参
加
者
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
付
与
も

　
　
参
加
す
る
楽
し
み
の
一
つ
に

サロンの参加者へポイントを付与
（総領自治振興区）

「
な・み・か
」「
ほ・ろ・か
」を
活
用

し
た
取
り
組
み

保護者に
メール送信

見守りステーションに
タッチ！

　
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
カ
ー
ド

は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
応
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　

９
月
１
日
、
市
内
全
域
で
児
童
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
当
初
、
東
城
小
学
校
で
行

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び
市
内
全
域
の
小
学

校
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
は
、
児
童
が
「
な
・
み
・

か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
カ
ー
ド
を
、
小
学
校

に
設
置
さ
れ
た
「
見
守
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
か
ざ
す
こ
と
で
、
児
童
の
登
下
校
が
保
護

者
に
メ
ー
ル
で
送
信
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
ま
た
、
児
童
が
カ
ー
ド
を
か
ざ
す
ご
と

に
、
保
護
者
の
カ
ー
ド
に
１
ポ
イ
ン
ト
付
与

さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
安
全
や
、
保
護
者
の
安
心
だ
け

で
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
よ
る
カ
ー
ド
利

用
率
の
向
上
や
、
購
買
意
欲
の
高
揚
が
図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
登
下
校
が
分
か
る
と
ほ

っ
と
す
る
。
何
か
あ
っ
た
と
き
も
早
め
に
対

応
で
き
る
の
で
安
心
感
が
あ
る
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
は
、
随
時

庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
実
施
中
の
自
治
振
興
区
】

▼
庄
原　

▼
高　

▼
峰
田　

▼
小
奴
可
の
里

▼
八
幡　

▼
田
森　

▼
帝
釈　

▼
久
代　
　

▼
新
坂　

▼
比
和　

▼
総
領
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森林に親しみ、将来の担い手を育成森林に親しみ、将来の担い手を育成

森林体験プログラム森林体験プログラム
林業振興課林業振興係　☎0824-73-1124林業振興課林業振興係　☎0824-73-1124
いちばんづくり課いちばんづくり係　☎0824-73-1278いちばんづくり課いちばんづくり係　☎0824-73-1278

原
市
の
約
84
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
る
森
林
は
、
水す

い
げ
ん
か
ん
よ
う

源
涵
養

（
水
資
源
を
蓄
え
、
育
み
、
守
る

こ
と
）
や
環
境
保
全
機
能
（
二
酸

化
炭
素
を
酸
素
に
変
え
る
働
き
）

が
あ
り
、
私
た
ち
に
と
っ
て
極
め

て
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
森
林
を
守
る
林

業
従
事
者
は
年
々
減
少
し
て
お

り
、
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
森

林
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
健
全
な
森
林
を
守
っ
て

い
く
た
め
、「
22
世
紀
の
庄
原
の

森も

り林
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、「
み

ら
い
を
担
う
人
を
育
む
林
業
の
実

現
」
に
向
け
、
森
林
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
多
く
の
人
へ
森
林
・
林
業
へ

の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
林
業

へ
の
就
業
、
定
住
の
き
っ
か
け
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
10
～
11
日
、
森
林
体
験
交
流
施
設
を

中
心
に
「
森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
広
島
市
在
住
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
を
対
象
に
、
本
市
の
森
林
資
源
を
活

用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
体
験
後
に
は
、
参
加
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
い
、
魅
力
的
に
感
じ
た
点
や
改
善

点
、
参
加
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
・
分
析

す
る
こ
と
で
、
森
林
体
験
交
流
施
設
の
利
用

促
進
と
森
林
体
験
や
学
習
を
通
じ
た
誘
客
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
９
組
29
人
が
参
加
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
比
和
財
産
区
有
林
で
の
伐
採

見
学
や
、
ア
サ
ヒ
の
森
で
の
森
林
の
保
全
に

つ
い
て
学
習
。
そ
の
後
、
森
林
体
験
交
流
施

設
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２

日
目
は
木
工
ク
ラ
フ
ト
や
そ
ば
が
き
（
そ
ば

粉
に
お
湯
を
混
ぜ
て
作
っ
た
団
子
）
作
り
、

ク
ロ
モ
ジ
ウ
オ
ー
タ
ー
作
り
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
山
に
入
っ
て
良
い
刺
激
に
な

っ
た
」「
森
林
の
大
切
さ
が
分
か
っ
た
」「
そ

ば
が
き
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
普
段

は
で
き
な
い
森
林
で
の
体
験
を
楽
し
み
な
が

ら
、森
林
へ
の
理
解
を
深
め
た
様
子
で
し
た
。

　

今
後
は
、
日
帰
り
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
も

予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
森
林
体
験
交
流

施
設
の
利
用
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
庄
原
市
森

林
体
験
交
流
施
設
（
森も

り林
の
学ま
な
び
や舎
・
比
和
）」

で
、
令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
12
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
、
延
べ
１
９
２
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
「
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た

り
、
森
の
中
で
活
動
し
た
り
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
わ
く
わ
く
し
た
」と
話
す
な
ど
、

体
験
が
刺
激
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

現
在
は
、
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
感
想

や
意
見
を
基
に
、
今
後
は
地
域
の
人
や
市
外

の
人
を
対
象
と
し
た
メ
ニ
ュ
ー
も
実
施
し
て

い
く
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

【
地
域
団
体
と
の
連
携
】

　

森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
地
域
団
体

と
連
携
し
、
体
験
の
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
ほ
か
、
体
験
を
行
う
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
比
和
財
産
区
の
所
有
す
る
森
林
や

「
ア
サ
ヒ
の
森
」
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

比
和
財
産
区
は
、
比
和
地
域
を
区
域
と
す

る
特
別
地
方
公
共
団
体
で
、
財
産
と
し
て
約

８
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
山
林
を
所
有
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
サ
ヒ
の
森
は
、
ア
サ
ヒ
グ

ル
ー
プ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
が
所
有
す
る
森

林
で
す
。
同
社
は
、
国
内
の
ビ
ー
ル
工
場
で

使
用
す
る
水
と
同
量
の
水
を
、
社
有
林
で
の

水み
ず
か
ん
よ
う
り
ょ
う

涵
養
量
で
ま
か
な
う
「
ウ
オ
ー
タ
ー
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
森
林
を
散
策
し
、地
形
や
土
壌
、

枝
の
伸
び
方
な
ど
を
観
察
し
た
り
、
植
物
に

触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
心
に
残

る
実
地
的
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

森
林
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
！

こ
ん
な
こ
と
が
体
験
で
き
ま
す

伐採した木を観察 伐採の様子を見学 薪割りを体験

庄
　実際に森林を散策しな
がら、木や土壌の状態を
調べ、森林の役割を学び
ます。
　どんな木が生えている
のか、また、その大きさ
や本数を調査し、森林の
健康状態を診断します。

　森林を管理する方法を
学びます。
　木が多すぎるために暗
くなってしまった森林
は、木を切って森林の中
に光を届ける作業が必要
です。その流れを学ぶと
ともに、切った木を小分
けにして運び出し、まき
割り体験を行います。

　木で工作を行います。
　工作を通じて、森林か
ら切り出された木が、さ
まざまな方法で人の生活
に役立てられていること
を学びます。
　主に、コースターや箸
置きなど、木材を有効に
利用する方法を学びま
す。

　クロモジウオーター
（香水）を作る体験です。
　クロモジは、比和地域
に多く自生しており、枝
葉に芳香成分が含まれ、
上品な香りがするのが特
徴です。
　草花の特徴が、生活に
生かされていることを学
びます。

森散策・森の健康診断林業体験

木工・クラフト体験クロモジウオーター作り

　この他にも、さまざまな体験メニューを用意しています。施設の利用や、体験への参加を希望する場合は、林
業振興課林業振興係へお問い合わせください。

クロモジ
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10月17日（月）から23日（日）までは

「行政相談週間」 です「行政相談週間」 です
  　行政相談ってなに？

　あなたの毎日の暮らしの中で、行政（国・県・市）について、「こんなことで困っている」「こうしてほしい」「相談
先や制度が分からない」などの相談に応じる制度です。

　庄原市では、総務大臣から委嘱を受けた７人の行政相談委員が相談を受け付けてい
ます。相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご利用ください。

例）▪道路に横断歩道がなくて危ないので設置してほしい
　　▪困りごとがあるけどどこに相談していいか分からない
　　▪行政の手続きがよく分からない

三三
み よ し

吉吉　　和和
か ず ひ ろ

宏宏

上上
う え お か

岡岡　　　　稔稔
み の る

井井
い の う え

上上　　清清
き よ の り

憲憲 若若
わ か ば や し

林林　　隆隆
た か し

志志 春春
は る た

田田　　正正
ま さ は る

治治

木木
き や ま

山山　　輝輝
て る お

雄雄 岩岩
い わ も と

本本　　光光
み つ お

雄雄
❶0824-72-4837
❷毎月第３木曜日
　13時～15時
❸庄原市ふれあいセンター
　☎0824-72-7120

❶自宅電話番号
❷10月以降の定期相談日
❸定期相談場所

❶0824-87-2868
❷11月24日・１月26日・
　３月23日
　13時30分～15時30分
❸口和保健福祉センター
　☎0824-89-2320

❶0824-86-2732
❷10月11日・12月13日・
　２月14日
　13時～15時
❸高野支所
　☎0824-86-2115

※都合により、日程を変更する場合があります。
※定期相談日以外にも相談できます。事前に行政相談委員へご連絡ください。

総務省行政相談センターきくみみ広島（中国四国管区行政評価局）
広島市中区上八丁堀6－30　☎082-222-1100

❶0824-74-6838
❷10月20日・12月１日・
　２月16日
　13時30分～15時30分
❸比和自治振興センター
　☎0824-85-2600

❶0824-88-2303
❷毎月第２水曜日
　９時～11時
❸総領保健福祉センター
　☎0824-88-3063

❶0824-82-2869
❷10月20日・12月15日・
　２月16日
　13時30分～15時30分
❸西城支所
　☎0824-82-2124

❶08477-5-0422
❷11月17日・1月19日・
　３月16日
　13時30分～15時30分
❸東城支所
　☎08477-2-5121

  　総務省でも行政相談を受け付けています

私たち私たち

行政相談委員が行政相談委員が

ご相談をご相談を

お受けします！お受けします！

【地域】

庄原
【地域】

西城
【地域】

東城

【地域】

総領
【地域】

比和
【地域】

高野
【地域】

口和

オミクロン株対応ワクチンのオミクロン株対応ワクチンの
接種が始まりました接種が始まりました

庄原市新型コロナウイルス感染症対策本部　☎0824-73-1137

　９月 26 日から、オミクロン株に対応したワクチンの接種が始まりました。
　このワクチンは、現在流行しているオミクロン株に対応した成分が含まれ、従来ワクチンを上回る重症化・
感染・発症を予防する効果が認められています。また、今後の変異株に対しても、これまでより有効性が高
いと考えられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９月 20 日現在の情報です）

接種対象者
初回接種（１・２回目）を完了した 12 歳以上の全
ての住民
ワクチンの種類と対象年齢
オミクロン株と従来株（オリジナル株）に対応した
ワクチンです。
▪ファイザー社ワクチン（12 歳以上）
▪モデルナ社ワクチン（18 歳以上）
接種間隔
前回接種日から５カ月以上経過後

新型コロナウイルス新型コロナウイルス

接種方法
接種はこれまでと同様に、医療機関での個別接種と
各地域での集団接種を実施します。
接種券（オミクロン株対応ワクチン用）送付日　　
10 月 11 日㈫　対象者全員
※すでに接種券が届いている人で、３回目・４回目
未接種の人も、10 月 20 日以降は新しく届く接種券
しか使用できません。すでに届いている接種券は破
棄してください。
※４回目接種をすでに済ませている人は、５回目接
種が可能となる日までに、随時郵送する予定です。

  予約方法

  １・２回目が未接種の人へ

  インフルエンザワクチンとの同時接種もできます

　ワクチン接種は、接種券（オミクロン株対応ワクチン用）が届いた人が予約することができます。予約は次の
①～③の方法で行うことができます。申請の際には、接種券をご用意ください。
① Web 予約（インターネット予約）　下記ＵＲＬにアクセスし、予約することができます。
　https://v-yoyaku.jp/342106-shobara
②窓口予約　市役所にお越しいただき、職員と話しながら接種予約ができます。
　保健医療課または各支所市民生活係（西城・東城支所は保健福祉係）
　受付日時　月～金曜日（祝日除く）　８時 30 分～ 17 時 15 分
③電話予約　電話で職員と話しながら接種予約ができます。
　庄原市ワクチン接種対策部（☎ 0824-73-1137）
　受付日時　月～金曜日（祝日除く）　８時 30 分～ 17 時 15 分

　１・２回目のワクチンをまだ接種していない人は、従来型のワクチンを接種していただきます。予約方法は、
オミクロン株対応ワクチンと同様です。なお、接種は医療機関での個別接種となります。
接種医療機関　　　庄原赤十字病院
使用するワクチン　ファイザー社のワクチン（従来型）または武田社のワクチン（ノババックス）

　新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワクチンを同時に接種することができるようになりました。
　同時接種はインフルエンザワクチンのみ可能で、その他の予防接種を受ける場合は、原則 13 日以上の間隔を
空ける必要があります。
同時接種を受けるには　
手順①　新型コロナウイルスワクチンの、医療機関での接種を予約します。
　　　　（集団接種ではインフルエンザワクチンの接種はできません）
手順②　予約した医療機関にインフルエンザワクチンとの同時接種について問い合わせてください。
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生
活
の
中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
に
対
し
て
、
包
括
的
な
視

点
（
人
と
の
つ
な
が
り
、
バ
ラ
ン

ス
、
関
係
性
）
で
支
援
を
実
践
し

て
き
た
、
金キ

ム

香カ

ユ

リ

百
合
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
、
子
育
て
、
自

分
育
て
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

「
子
ど
も
の
自
尊
感
情
を
高
め

よ
う
～
親
や
地
域
に
で
き
る
こ

と
（
Ｄ
Ｖ
渦
中
で
生
き
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
）」

と
き　

11
月
16
日
㈬　

18
時
30
分
～
20
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル

講
師　
金　

香
百
合
さ
ん

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

国
際
的
女
性
団
体
「
大
阪
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
」
で
女
性
や
子
ど
も
の
人
権

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
は
長
年
、
被
害

者
・
加
害
者
・
支
援
者
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
実
施
。
い
じ
め
や
各
種

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
、
母
子
家
庭

DV・児童虐待防止講演会＆DV・児童虐待防止講演会＆
第3回人権啓発セミナーを開催！第3回人権啓発セミナーを開催！

ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）
☎0824-73-1214☎0824-73-1214

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
地
域
づ
く
り

（
令
和
４
年
度
実
施
事
業
）

（
令
和
４
年
度
実
施
事
業
）

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整
備　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

　

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
、宝
く
じ
を
財
源
と
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
採
択
を
受
け
、備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
と
そ
の
健
全

な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
事
業
で
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
事
業
を
活
用
し
て
整
備
し
た
備
品
に
は
「
宝
く
じ
」の
マ
ー

ク
を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
）

実施団体名 整備備品 事業実施の成果 上段：助成金
下段：事業費

庄原市
山内

自治振興区

音響設備（写真①②）
テント（写真③）
卓球台（写真④）
パソコン、プロジェク
ター（写真⑤）
マッサージ機（写真⑥）

イベントや生涯学習事業にお
いて、高齢者などが参加しやす
い環境を整えることで、生きが
いづくりや社会参加を促し、活
動の維持・活性化が期待でき
る。

2,400,000円
2,467,828円

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

① ②

③

④ ⑤

⑥
庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

　

難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保
し
、

　

備
え
て
お
く
。

▼
防
火
・
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪

　

問
な
ど
で
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策

　
を
行
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の　
　
　
　
　

作
動
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
正
常
に
作
動
す
る
よ
う
、
日
頃
か

ら
お
手
入
れ
や
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
お
手
入
れ
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ほ
こ
り
が
た
ま

る
と
、
火
災
を
感
知
し
な
か
っ
た
り
、
誤

作
動
が
起
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
汚
れ
が
目
立
っ
た
ら
、
乾
い
た
布
で

拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
作
動
確
認
】

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池
が
切
れ

る
と
作
動
し
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
作
動
確

認
を
し
ま
し
ょ
う
。

３つの３つの
約束を守ってね約束を守ってね
●保守点検 ●清掃

●法定検査

浄
化
槽
の
適
正
な
維
持
管
理
を

　

浄
化
槽
は
、
ト
イ
レ
や
台
所
な
ど
か
ら
出

る
排
水
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
き
れ
い

に
し
、
川
や
海
に
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で

す
。
浄
化
槽
で
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

は
、
微
生
物
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
、

そ
の
環
境
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
使
用

上
の
注
意
を
守
る
と
と
も
に
、【
保
守
点
検
】

【
清
掃
】【
法
定
検
査
】
の
３
つ
の
維
持
管
理

を
正
し
く
行
い
、
き
れ
い
な
水
環
境
を
守
り

ま
し
ょ
う
。（
３
つ
の
維
持
管
理
は
、
浄
化

槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）

使
用
上
の
注
意

▼
送
風
機
（
ブ
ロ
ア
ー
）
の
電
源
は
切
ら
な

　

い
▼
水
に
溶
け
な
い
紙
は
流
さ
な
い

▼
分
離
ま
す
は
定
期
的
（
１
カ
月
に
１
回
以

　

上
）
に
清
掃
す
る

３
つ
の
維
持
管
理

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
機
能
を
正
常
に
保
つ
た
め
、
機

械
類
の
点
検
調
整
や
修
理
、
消
毒
剤
の
補
充

な
ど
を
行
い
ま
す
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
溜
ま
っ
た
汚
泥
の
抜
き
取

り
、
機
器
類
の
洗
浄
と
清
掃
を
し
ま
す
。

③
法
定
検
査

　

浄
化
槽
の
処
理
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

て
い
る
か
、
保
守
点
検
や
清
掃
を
基
準
ど
お

り
に
行
っ
て
い
る
か
、
放
流
水
の
水
質
が
基

準
を
満
た
し
て
い
る
か
な
ど
に
つ
い
て
、
指

定
検
査
機
関
が
検
査
し
ま
す
。

※
管
理
者
の
変
更
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
下
水
道
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
下
水
道
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
５

～
10
月
は
浄
化
槽
月
間
で
す
～

2022年度　全国統一防火標語　「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

作動確認の方法作動確認の方法
火災警報器のボタンを押し（ひも
を引き）以下のような音が鳴れば

正常です。

ピーピーピー
火事です

音が鳴らない場合は・・・
▶電池が正しくセットされている
　か確認してください。
▶それでも改善しなければ、
　「電池切れ」または「機器が故障」
　しています。電池または機器を
　交換しましょう。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が　
　
　
　

始
ま
り
ま
す
！

　
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日

～
15
日
、
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
一
人
一
人
に

火
災
予
防
を
意
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
運
動
を
契
機
に
、

防
火
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

命
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

４
つ
の
習
慣

▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。
さ
せ
な

　

い
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
置
か
な
い
。

▼
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

　

れ
な
い
。

▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、

　

不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

６
つ
の
対
策

▼
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
な
ど
は
、
安
全
装

　
置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検

　

し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

▼
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
、

　

カ
ー
テ
ン
は
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

▼
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確

　

認
し
て
お
く
。

▼
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避

支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

私
生
活
で
は
地
域
の
誰
も
が
元

気
に
な
れ
る
「
居
場
所
」
を
目
指

し
、
自
宅
を
開
放
し
て
「
ｅ
ト
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
て

い
る
。

定
員　
40
人
（
先
着
）

そ
の
他

▼
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
（
11
月
７
日
㈪
ま
で
）

▼
講
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し

　

ま
す
。

▼
来
場
が
難
し
い
人
は
ご
相
談
く

　

だ
さ
い
。

▼
託
児
を
希
望
す
る
人
は
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
と
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

anshin@
city.shobara.lg.jp

こ
ど
も
ま
つ
り
を
中
止

　

本
年
度
、
開
催
を
予
定
し
て
い

た
「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１
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市
内
の
中
学
１
～
３
年
生
を
対

象
と
し
た
「
令
和
４
年
度
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
in
庄
原
」

を
、
８
月
５
日
、
田
園
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
英
語
を

使
い
な
が
ら
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
で
、
国
際
感
覚
を
養
っ
た
り
、

こ
れ
ま
で
に
習
得
し
た
英
語
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
か
し
た

り
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

お
り
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
17
人
の
生
徒
が
５
人

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
、
す
ご
ろ
く

や
国
旗
当
て
ク
イ
ズ
を
行
い
、
自

然
な
英
語
に
触
れ
な
が
ら
交
流
し

ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
、
庄
原
の
季
節
ご
と

の
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
や
行
っ
て

み
て
ほ
し
い
場
所
、
体
験
し
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
そ
の
後
、
英
語
で
Ａ
Ｌ

Ｔ
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
「
グ
ル
ー
プ

で
協
力
し
て
考
え
た
庄
原
の
魅
力

を
、
庄
原
に
つ
い
て
知
ら
な
い
Ａ

Ｌ
Ｔ
に
分
か
っ
て
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
」「
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
、
理

解
で
き
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

英語を使って交流しよう
令和４年度イングリッシュ・キャンプ in 庄原

教育
指導課

ＡＬＴからのクイズに英語で答える生徒 庄原の魅力をＡＬＴに説明

　
　

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
８

10
月
は
「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」
で
す

骨
髄
バ
ン
ク
と
は

　

骨
髄
バ
ン
ク
は
、
移
植
を
希
望
す
る
人
の

た
め
に
「
骨
髄
・
末
梢
血
管
細
胞
を
提
供
し

た
い
」
と
い
う
人
を
ド
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
か

じ
め
登
録
し
、
移
植
を
希
望
す
る
人
の
白
血

球
の
型
と
適
合
し
た
と
き
に
提
供
し
て
も
ら

う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

骨
髄
・
末
梢
血
管
細
胞
移
植
は
、
白
血
病

や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
に
よ
っ
て
、
正
常

な
造
血
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
患

者
へ
の
有
効
な
治
療
法
で
す
。
日
本
骨
髄
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
骨
髄
移
植
を
必

要
と
す
る
患
者
は
、全
国
で
１
６
８
１
人（
県

内
18
人
）
で
す
。（
７
月
末
日
現
在
）

　

し
か
し
、
移
植
を
行
う
た
め
に
は
、
患
者

と
ド
ナ
ー
（
骨
髄
を
提
供
す
る
人
）
の
白
血

球
の
型
（
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
）
が
一
致
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
確
率
は
、
兄
弟
姉
妹
間
で

４
人
に
１
人
、
非
血
縁
者
間
で
数
百
人

～
数
万
人
に
１
人
の
た
め
、
ド
ナ
ー
候

補
者
が
見
つ
か
ら
ず
、
移
植
を
受
け
ら

れ
な
い
人
が
数
多
く
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
患
者
に
移
植
の

機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
骨
髄
バ
ン

ク
へ
の
ご
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
」

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
額
療
養
費
制
度
と
は

　

高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同
じ
月
内
に
医

療
機
関
や
薬
局
の
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額

が
、
上
限
額
（
※
自
己
負
担
限
度
額
）
を
超

え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
「
高
額
療

養
費
」
と
し
て
支
給
す
る
制
度
で
す
。

※
自
己
負
担
限
度
額
は
所
得
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

手
続
き
の
簡
素
化

　

市
へ
申
請
す
る
こ
と
で
高
額
療
養
費
の
支

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
、該
当
し
た
月
ご
と
に
「
支
給
申
請
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
申
請
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
10
月
か
ら
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
際
に
「
支
給
申

請
書（
初
回
申
請
用
）」を
提
出
す
る
こ
と
で
、

そ
の
後
の
申
請
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
初
回

申
請
後
、高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
は
、

初
回
申
請
時
に
登
録
し
た
口
座
に
自
動
的
に

支
給
さ
れ
ま
す
。（
原
則
、
世
帯
主
の
口
座
）

　

支
給
と
な
っ
た
場
合
は
「
支
給
決
定
通
知

書
」
を
世
帯
主
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
、
庄
原
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
情
報
の
配
信
を
始
め
ま
し
た
。

　

日
常
生
活
の
中
で
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る

情
報
を
調
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
「
友
だ
ち
登
録
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容

　

庄
原
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
ト
ー
ク
画
面
に
次
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
を
タ
ッ
プ
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
情
報

②
防
災
情
報

③
ご
み
の
出
し
方

④
子
育
て
情
報

⑤
観
光
情
報

⑥
電
子
図
書
館

⑦
水
道
の
開
閉
栓
の
申
請

⑧
広
報
関
連
情
報

⑨
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
連
絡（
※
）

※
対
象
者
の
み
プ
ッ
シ
ュ
配
信

庄
原
市
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
金

　

市
は
、
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
の
提

供
を
し
た
人
で
、
有
給
休
暇
ま
た
は
骨
髄
な

ど
の
提
供
を
行
う
た
め
の
特
別
の
休
暇
を
取

得
し
て
い
な
い
人
（
自
営
業
で
休
業
に
よ
り

収
入
が
減
少
す
る
人
）
へ
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
骨
髄
ド
ナ
ー
助
成
金
の
問
い
合
わ
せ
】

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

【
骨
髄
移
植
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
】

日
本
骨
髄
バ
ン
ク

☎
03
‐
５
２
８
０
‐
１
７
８
９

【
骨
髄
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

https://w
w

w
.jm

dp.or.jp

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
手
続
き
が

簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

申
請
方
法

　

10
月
以
降
、
新
た
に
高
額
療
養
費
の
該
当

と
な
っ
た
場
合
は
、
市
か
ら
「
支
給
申
請
書

（
初
回
申
請
用
）」
を
送
付
し
ま
す
。
必
要
事

項
を
記
入
し
、
市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
物
】

▪
保
険
証　

▪
世
帯
主
の
預
金
通
帳

【
申
請
窓
口
】

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

ご
注
意
く
だ
さ
い

▼
こ
れ
ま
で
に
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

た
こ
と
が
あ
る
人
も
、
10
月
以
降
に
高
額
療

養
費
の
該
当
と
な
っ
た
場
合
は
、
初
回
の
申

請
が
必
要
で
す
。

▼
世
帯
主
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
や
、
登
録

さ
れ
た
振
込
口
座
が
振
り
込
み
不
能
と
な
っ

た
場
合
な
ど
は
、
自
動
振
り
込
み
が
停
止
さ

れ
る
た
め
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

庄
原
市
公
式
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
！

友
だ
ち
登
録
を
す
る
に
は

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ア
プ
リ
を
開
き
ま
す
。

②
画
面
下
段
の
「
ホ
ー
ム
」
を
タ
ッ
プ
し

　

ま
す
。

③
「　

」
マ
ー
ク
の
あ
る
検
索
バ
ナ
ー
を

　

タ
ッ
プ
し
、「
庄
原
市
」で
検
索
し
ま
す
。

④
「　

庄
原
市
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
タ
ッ

　

プ
し
、「
友
だ
ち
追
加
」
を
タ
ッ
プ
す

　

る
と
登
録
で
き
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
み
「
友
だ
ち

登
録
」
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
利
用
す
る
に
は

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ア
プ
リ

の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
と
ア
カ
ウ
ン
ト
の
登
録

を
お
願
い
し
ま
す
。

https://guide.line.m
e/ja/

signup-and-m
igration/line-

signup.htm
l　

庄
原
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
庄
原
い
ち
ば
ん
え
え
ね
！
」

で
も
情
報
発
信
中
！

ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
！

トーク画面イメージ

★
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匠の技で地域貢献博物館で夏の自由研究
　刃物研ぎ・7/12　8/30　9/7　昆虫採集・標本づくり教室・8/1　8/26

　上高自治振興区が、地域の刃物研ぎ名人グループ「た
かの刃研ぎ隊」と、７月から９月の間の３回、「刃物研
ぎ」を行いました。
　最終回となった今回は、和南原コミュニティーセン
ターで実施され、同隊の加

か し ま

島眞
し ん い ち

一さん、柳
や な が わ

川千
ち あ き

秋さん、
天
あ ま の

野俊
と し あ き

明さんの３人が、地域の人から預かった約20 本
の包丁やはさみ、ナタなどの刃を研ぎました。
　メンバー３人は、電動工具のやすりを使った荒研ぎ
から、目の細かい砥石を使った仕上げまでの作業を分
担して行い、一本ずつ丁寧に仕上げていました。
　ナタを持ち込んだ男性は「自分ではなかなか上手く
できないので、とても助かった」と話しました。

比和自然科学博物館で「昆虫採集・標本づくり教室」
が開催され、子どもから大人までの 36 人が参加しま
した。

この教室は２日間に分けて行われ、１日目は博物館
周辺でチョウやトンボなどの昆虫を採集し、３人の博
物館インストラクターに標本の作り方を教わりなが
ら、昆虫の標本づくりを体験しました。２日目は標本
づくりの仕上げとして、捕まえた昆虫をよく観察し、
その特徴から名前を図鑑で調べ、採集した情報と共に
ラベルにし、標本箱に収める作業に取り組みました。

参加した児童は「虫を捕まえたり、みんなで標本を
見せ合ったりして楽しかった」とうれしそうに話しま
した。

収穫を体験 英語学習の成果を発表
　トウモロコシの収穫・8/29 　第 37回庄原市中学校英語暗唱・弁論大会・8/18

総領小３・４年生15 人が、総領自治振興区の皆さん
とトウモロコシの収穫を行いました。

当日は総領自治振興区の中
な か た

田博
ひ ろ あ き

章事務局長から、よ
く育ったトウモロコシの見分け方や、品種による味の
違いなどの説明が行われた後、児童自らがトウモロコ
シを選別し、収穫しました。

収穫したトウモロコシは、実がぎっしりと詰まって
いるものや、あまり育っていないもの、蛾の幼虫が食べ
てしまっているものなどさまざまで、児童は楽しそう
にトウモロコシの皮をむいていました。

参加した児童は「教わった通り選んだら、実がいっ
ぱいのトウモロコシが採れた」と話し、収穫したトウモ
ロコシを見て、喜んでいました。

　庄原中学校教育研究会英語部会が主催する「第37
回庄原市中学校英語暗唱・弁論大会」が、口和自治振興
センターで開催され、市内の中学生20 人が参加しまし
た。この大会は、英語学習に対する興味や関心を高め、
コミュニケーション能力の向上などを目的に毎年開催
されています。
　生徒は、この日のために英語の教科書を暗記し、何度
も暗唱の練習を行ってきました。当日は学校の先生や、
他校の生徒などの前で、緊張しながらも感情豊かに発
表しました。
　同会の定

さだむね

宗讓
じょうじ

二部会長は「昨年は発表する様子を個
別に録画して審査を行った。今回は参加者が一堂に会
して開催ができ、とてもうれしい」と話しました。

▲トウモロコシの説明を聞く児童 ▲暗唱を発表する口和中学校の生徒▲真剣な眼差しで刃物を研ぐメンバー

№6№6№7

山火事に備えて遺跡群の魅力を語る
　合同消火訓練・9/10　帝釈峡遺跡群発掘60周年記念シンポジウム・9/10

　備北地区消防組合西城出張所と庄原市消防団西城方
面隊が合同で、林野火災の空中消火を想定した消火訓
練を実施しました。
　訓練では、広島市消防局消防航空隊のヘリコプター
をヘリポートとなる西城球技場へ誘導したほか、ヘリ
コプターからの消火や火災現場への誘導方法を確認す
るなど、実際の火災を想定した訓練が行われました。
　訓練終了後には、ヘリコプターの見学会も行われ、西
城保育所などから子どもたちが集まり、目を輝かせな
がら見学していました。
　参加者は「山林の多い庄原市では、非常に重要な訓
練であり、貴重な経験ができた」と話しました。

　東城文化ホールで「帝釈峡遺跡群発掘60 周年記念
シンポジウム」が開催され、市内外から161 人が集ま
りました。当日は、俳優で日本考古学協会会員の苅

か り や

谷
俊
しゅんすけ

介さんが「現代人と縄文人の世界観や価値観の違い
について」、広島大学名誉教授の古

ふ る せ

瀬清
き よ ひ で

秀さんが「帝釈
峡遺跡群発掘の歴史や価値について」と題し、それぞれ
講演しました。
　午後からはパネルディスカッションが行われ、中国
新聞社の林

はやし

淳
じゅんいちろう

一郎さんをコーディネーターに迎え、苅
谷さん、古瀬さん、地元代表の宮

み や の

野元
げ ん そ う

壮さん、表
おもて

良
よ し の り

則さ
んがパネラーとなり、帝釈峡遺跡群の魅力や今後の活
用について、熱い討論が行われました。

№4№5

▲講演を行う苅谷さん ▲ヘリコプターの消火機器を説明する消防航空隊

№3

▲完成した標本

№2

上位入賞を目指して！
　第 12 回全国和牛能力共進会　広島県出品者結団式・9/9

　10 月６日～10 日に鹿児島県で開催
される第12 回全国和牛能力共進会に、
広島県代表として出場する出品者15
人を激励するための結団式が、ＪＡ庄
原本所で開催されました。
　結団式では、第12 回全国和牛能力共
進会広島県対策協議会の水

み ず な が

永祐
ゆ う じ

治会長
や湯

ゆ ざ き

崎英
ひ で ひ こ

彦知事（代理）があいさつし
たほか、広島県議会農林水産委員会の
竹
た け は ら

原哲
て つ

委員長、木山耕三市長が激励の
言葉を述べました。
　また、出品者へ牛の首飾りと花束が
贈呈され、共進会への出場を祝いまし
た。
　最後に出品者を代表し、大

お お さ こ

迫晴
は る よ し

由さ
んが「広島和牛の魅力をより多くの人
に知ってもらい、和牛生産を次世代に
つなげる契機としていきたい。これま
で取り組んできた成果を遺憾なく発揮
できるよう、力の限り挑む」と決意表明
を行い、会場は大きな拍手に包まれま
した。
　

▲激励の言葉を述べる木山市長

▲本市の出品者の皆さん

▲大迫さんによる決意表明

№1
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 11月１日㈫・15日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

東城 11月４日㈮13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
比和 10月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 11月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月20日㈭・11月17日㈭
13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月20日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 11月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

比和 10月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 11月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月18日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 11月４日㈮13時～16時 西城自治振興センター

東城 10月21日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原「とんぼ」11月１日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」11月10日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

10月25日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」11月15日㈫13時30分～15時
比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 11月14日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会 東城 11月17日㈭10時～16時 東城支所 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 肢体 11月15日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 11月15日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
11月７日㈪・21日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

11月12日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育 児 相 談 11月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

健康広場

　乳がんは近年増加傾向にあるがんの１つで、女性がかかるがんの第１位です。30歳代後半から増え始め、40～
50 歳代が最も多く発症します。
　乳がんは早期発見がとても重要で、すぐに治療すれば９割以上の人が完治するといわれています。
　早期発見・早期治療のため、普段から乳房の状態をチェックしておきましょう。

１　乳がんとは
　乳がんは、乳房内の乳腺にできるがんです。
　乳がんの死亡率は年々増加しており、近年では高
齢の女性の死亡率が増加しています。また 20 ～ 30
歳代の若い人も亡くなることがあります。
　乳がんが増えている原因は不明ですが、食生活の
変化や出産・授乳経験が少ないことなどが関係して
いるといわれています。

２　発生しやすい部位
　乳房の上外側（Ａ）が最も発生し
やすく、上内側（Ｂ）、下外側（Ｃ）、
下内側（Ｄ）の順となります。
　まれに、脇の下にできることもあ
ります。

３　自己チェックで早期発見
　自己チェックを、定期的に行いましょう。閉経
前の人は、毎月生理が終わって４～５日後くらい、
閉経している人は日にちを決めて行うようにしま
しょう。

〈チェックポイント〉
□ 乳房にしこりやくぼみがないか。
□ 乳房の左右の大きさに差がないか。
□ 乳頭から血のような分泌液が出ていないか。
□ 乳房の皮膚に赤い腫れはないか。
□ わきの下のリンパ節に腫れはないか。　
□ 腕のむくみやしびれなどを感じないか。

４　定期検診で早期発見・早期治療
　早期発見のためには、マンモグラフィーによる検査を定期的に受けることが大切です。
　市は毎年集団健診などで、がん検診を実施しています。定期的に検診を受けるよう心掛けましょう。

鏡の前に立ち、両腕を下げた
状態で、乳房の大きさや形に

いつもと違いがないか確認します。

左右の乳首を軽く
つまみ、血のよう

な分泌液が出ないか確認
します。

～自分の体は自分で守る～～自分の体は自分で守る～

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

乳がん乳がんのことを知ろうのことを知ろう

❶ ❶❷

チェック２チェック２ チェック３チェック３チェック１チェック１

あおむけに寝て、調べる乳房
側の肩の下にあまり高さのな

い枕や座布団を敷き、乳房が垂れず胸
の上に平均に広がるようにします。

❶

右乳房の外側半分を調べるには右腕を自然な位置に下げ、左手
の指の腹でまんべんなく触れて、しこりがないか確認します。

最後に脇の下に手をいれ、わきの下のリンパの腫れやしこりがないか指
先で確認します。
※左乳房も同様に行ってください。

❸右乳房の内側半分を調べるに
は、右腕を頭の後方に上げ、

左手の指の腹で軽く圧迫しながら滑ら
せるようにしてまんべんなく触れ、し
こりがないか確認します。

❷ ※乳房を指先でつまむようにして調
べると、異常がなくてもしこりの
ように感じてしまうため、必ず指
の腹を滑らせるようにして調べ
てください。

両腕を上げた姿勢で正
面、側面、斜めから、

乳首や乳房の皮膚のどこかにく
ぼみがないか、乳首のへこみや
かさぶた、湿疹のようなただれ
がないかをよく観察します。

チェックの方法

右乳房の内側半分を調べるに

A　B
C　D

B　A
D　C

広報しょうばら／ 2022.10　20 21　2022.10 ／広報しょうばら
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募　
　

集

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
25
回
絵
本
原
画
展　
　
　

「
は
た
こ
う
し
ろ
う
の
世
界
」

　

絵
本
作
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
国
内
外

で
活
躍
す
る
、
は
た
こ
う
し
ろ
う

さ
ん
の
絵
本
「
は
じ
め
て
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
原
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
魅
力
的
な
作
品
を
生
み
出

し
て
い
る
、
は
た
さ
ん
の
世
界
を

ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
16
日
㈰
～
30
日
㈰

９
時
～
18
時

※
木
曜
日
は
休
館

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設
「
え
び

す
」

問
い
合
わ
せ　

東
城
教
育
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

令
和
４
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　
「
情
報
化
社
会
を
豊
か
に
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
庄
原
市
の
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

と
き　

10
月
22
日
㈯　

13
時
40
分

（
開
場
は
13
時
10
分
か
ら
）

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館

内
容　

■
小
学
生
に
よ
る
「
子
供
司
書
養

　

成
講
座
」
の
取
り
組
み
発
表

■
中
学
生
に
よ
る「
情
報
化
社
会
」

　

に
つ
い
て
の
意
見
発
表

■
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
所

　

長
お
よ
び
東
北
大
学
教
授

　

川
島
隆
太
さ
ん
に
よ
る
講
演　

　
「
脳
を
知
り
、
脳
を
育
み
、
脳

　

を
鍛
え
る
」

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

口
和
郷
土
資
料
館　
　
　
　

映
画
上
映
会

 

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
映
画
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
㈯　

13
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
郷
土
資
料
館
映
画
館

上
映
作
品　

ホ
ー
ム
ア
ロ
ー
ン

問
い
合
わ
せ　

口
和
教
育
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
１

第
30
回
景
観
づ
く
り
大
賞
作
品

　

広
島
県
の
優
れ
た
景
観
を
守
り

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
風
景
や

ま
ち
な
み
、
建
築
物
な
ど
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
Ｌ
サ
イ
ズ
の
写
真

を
添
付
し
、
郵
送
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
広
島
県
景
観
会

議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.hiroshim

a-keikan.jp

）
ま

た
は
、
都
市
整
備
課

お
よ
び
各
支
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

令
和
５
年
１
月
13
日
㈮
ま
で

※
当
日
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
市
街
地
整
備
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
５　

広
島
県
景
観
会
議
事
務
局
（
府
中

市
建
設
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
内
）

☎
０
８
４
７
‐
43
‐
７
１
５
９

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専

門
校　
入
校
生

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
令
和
５
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

■
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

　

校
卒
業
見
込
み
の
人
）

■
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

■
建
築
科
（
1
年
間
）

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

令
和
４
年
度
中
学
お
よ
び
高
校
卒

業
見
込
み
の
人

受
付
期
間

10
月
31
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

選
考
日

11
月
16
日
㈬

選
考
内
容

数
学
・
国
語
・
面
接

合
格
発
表

11
月
25
日
㈮

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

ご
み
袋
の
容
量
の
追
加

　

本
市
の
指
定
ご
み
袋
に
新
た
な

容
量
を
追
加
し
、
販
売
し
ま
す
。

と
き

11
月
1
日
㈫
か
ら

追
加
し
た
ご
み
袋

①
燃
え
る
ご
み
・
古
着

▪
容
量　

45
リ
ッ
ト
ル

▪
価
格　

４
７
０
円
（
税
込
み
）

▪
枚
数　

10
枚
入
り

②
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

▪
容
量　

10
リ
ッ
ト
ル

▪
価
格　

１
５
６
円
（
税
込
み
）

▪
枚
数　

10
枚
入
り

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

係☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

そ  

の  

他

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
10月31日㈪10月31日㈪

■市県民税３期
■国民健康保険税４期
■介護保険料５期
■後期高齢者医療保険料４期

●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
　残高確認をお願いします。

収納課収納係　☎0824-73-1511

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業

●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 内容 備考

子 育 て 講 座 10月21日㈮
10時～12時 庄原ひだまり広場

（庄原こども未来広場内）

「保育所入所について」
保育所での生活の様子や入所手続きの方法

10月20日㈭17時まで
に事前申し込みが必
要。

休 日 出 張 相 談 11月12日㈯
10時～12時 妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談

11月11日㈮17時まで
に事前申し込みが必
要。

催　
　

し

業種 時間額
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 ９９５円　

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 ９４４円　

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ９５８円　

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ９２４円※

自動車・同附属品製造業 ９３８円　

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 ９７７円　

各種商品小売業 ９０３円※

自動車小売業 ９３０円　

　

広島県特定（産業別）最低賃金は、下記の通りです。

問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

広島県最低賃金は、10 月 1 日から時間額 930 円です。

※今回改定された広島県最低賃金を下回るため、業種ごとの最低賃金が改定されるまでの間、広島
県最低賃金時間額 930 円が適用されます。

「
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄
原
」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　
　
　
　

投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
（
一
社
）
庄
原
観
光
推
進
機
構

（
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
で
は
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄
原
」

で
す
。

　

庄
原
の
景
色
や
文
化
な
ど
、
皆

さ
ん
の
感
性
で
１
０
０
０
年
ア
ー

ト
と
感
じ
る
シ
ー
ン
を
撮
っ
て

「
＃
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄

原
」
を
付
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

　

抽
選
で
５
人
に
「
古
民
家
ス
テ

イ
ズ
」
な
ど
の
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
特
設
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

11
月
30
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
庄
原
観
光
推
進
機
構
（
庄

原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の　

取
得
に
係
る
臨
時
開
庁

　

窓
口
開
庁
時
間
内
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
難

し
い
人
の
た
め
に
、
臨
時
開
庁
を

実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
対
応
に
限

定
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
前
日
ま

で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

臨
時
開
庁

■
毎
週
水
曜
日

　

17
時
15
分
～
19
時

　
（
12
月
21
日
ま
で
実
施
）

■
土
・
日
曜
日

　

８
時
30
分
～
12
時

　
（
10
月
15
日
㈯
、
30
日
㈰
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
開
設

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
８

広報しょうばら／ 2022.10　22 23　2022.10 ／広報しょうばら
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そ
の
他

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
２
２
岩
手
大
会　
　
　

（
水
泳
競
技
）

（
９
月
３
日
～
４
日
／
岩
手
県
盛

岡
市
）

女
子
65
歳
～
69
歳
の
部

１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

優
勝

横
山　

桂
子
（
戸
郷
町
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
２
２
年

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
10
月
28
日
～
30
日
／
奈
良
県
奈

良
市
）

カ
デ
ッ
ト
の
部

上
野　

優
奈
（
呉
青
山
中
１
年
・

川
北
町
）

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0120-66-10350120-66-1035
受付時間：9時〜19時受付時間：9時〜19時
広島県三次市塩町2123-5広島県三次市塩町2123-5

創業64周年創業64周年

出張買取の美幸出張買取の美幸
ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!

び こ うび こ う

広告広告

や
ま
の
お
み
や
げ
や　
　
　

や
ま
の
お
み
や
げ
や　
　
　

  

木
工
教
室

木
工
教
室

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ペ
ン
立
て
な

ど
、
木
の
小
物
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。
秋
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
「
も

み
じ
が
り
」「
鳥
の
す
ば
こ
」「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
な
ど
が

作
れ
ま
す
！

と
き

10
月
８
日
㈯
～
10
日
（
月
・
祝
）・

15
日
㈯
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
23

日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

木
の
工
房

料
金

４
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
茶
席

お
茶
席

　

本
格
的
な
お
茶
席
を
体
験
で
き

ま
す
。

と
き　
10
月
16
日
㈰

10
時
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
離
れ

料
金　
３
０
０
円
／
人

（
お
菓
子
付
き
）

定
員　
50
人
／
日

備
庄
焼
陶
芸
教
室

備
庄
焼
陶
芸
教
室

　

手
回
し
ろ
く
ろ
を
使
い
、
粘
土

で
カ
ッ
プ
や
皿
な
ど
を
作
る
体
験

で
す
。

と
き　
10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
２
５
０
０
円
／
作
品

（
送
料
が
別
途
必
要
）

定
員　
30
人
／
日

そ
の
他

　

作
品
は
後

日
、
焼
き
上

げ
て
郵
送
で

お
届
け
し
ま

す
。

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北コスモスピクニック」「備北コスモスピクニック」
10月23日㈰まで開催中！

秋
の
花
暦

秋
の
花
暦

■
ケ
イ
ト
ウ

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

大
芝
生
広
場

■
ジ
ニ
ア

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

■
コ
ス
モ
ス

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

　

多
肉
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え

教
室
で
す
。

と
き

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
８
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

※期間中休園日：10 月 17 日㈪

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ
た
人

権
擁
護
委
員
が
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

■
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

　

７
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

田
邊　

規
成
・
金
井
千
惠
美

新
宅　

道
和
・
澤　
　

一
枝　
　

山
野
邊
和
信
・
今
田　

容
子

※
本
市
で
は
、
現
在
26
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

と
こ
ろ　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

定
期
相
談

　

直
近
の
相
談
日
程
は
、「
あ
な

た
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
」

（
21
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【入園料無料日】
10月9日㈰・16日㈰
※入園料無料・駐車料有料

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育　

大
会
（
空
手
道
競
技
大
会
）

（
８
月
18
日
～
20
日
／
愛
媛
県
四

国
中
央
市
）

団
体
戦
第
３
位

新
井　

椿
（
高
松
中
央
高
３
年
・

板
橋
町
）

第
71
回
備
後
地
区　
　
　
　

生
徒
児
童
発
明
く
ふ
う
展

個
人
賞

佐
藤
賞

堀
江　

莉
睦
（
山
内
小
３
年
）

庄
原
市
長
賞　

村
上　

隼
都
（
東
城
小
４
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

水
田　

理
陽
（
東
城
小
４
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

水
田　

智
紗
（
東
城
中
１
年
）

優
秀
賞

新
田　

真
矢
（
西
城
小
３
年
）

団
体
賞

テ
レ
ビ
新
広
島
賞　

東
城
小
学
校

電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners

）

「
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

（F
oreign-language H

um
an 

R
ights H

otline

）　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

と
き　

①
～
③
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

④
９
時
～
17
時

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
始
を

除
く
）

W
eekdays 9:00 through 17:00 

（C
losed on public holidays 

and D
ecem

ber 29th through 
January 3rd

）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口

https://w
w

w
.jinken.

go.jp/

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４
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口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

10月25日㈫ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「囲
い ろ り

炉裏の間」学校給食の「〇〇の日」ってなんだろう？

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

　市は、令和元年度からの５年間を計画期間とした「第３次
食育推進計画」を策定して、食育を推進しています。
　この計画の取り組みの中で、学校給食ではさまざまな「〇〇
の日」を設定しています。

■庄原食育の日（毎月 19 日）
　給食を通して、地産地消や郷土料理への理解をより深め、
継承していくことを目的として実施します。本市ならではの
食材や、地域独自の調理法で作った献立を提供しています。
　本年度の「食育の日」では、県北地方でよく食べられる「わ
に（サメ）」を使った料理や、白飯に炊いた黒大豆やエンド
ウマメを混ぜ込んだおむすび「さんばい」などのほか、旬の
庄原産野菜を使用した献立を作成しています。

■庄原減塩の日（２月、４月、６月、９月、11 月の 17 日）
　子どもの頃から減塩に取り組み、高血圧症などの生活習慣
病予防を意識させ、望ましい食習慣を身に付けるために実施
しています。

■庄原野菜の日
　（１月、３月、５月、７月、８月、10 月、12 月の 31 日）
　子どもの頃から野菜に慣れ、野菜本来のおいしさや必要性
を知り、積極的に食べる習慣や、生活習慣病にかかりにくい
食習慣を身に付けるために実施しています。

　市は、今後も子どもたちの健やかな成長に必要な栄養を、
バランスよく取ることができるように、毎日の献立を工夫し
て学校給食を提供していきます。

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶「な・み・か」「ほ・ろ・か」の活用は、工夫次第で今
以上にできることが増えそうですね。楽しみです。
▶「庄原よいとこ祭」が３年ぶりに開催！久しぶり
の夏祭りでは、来場者の笑顔が輝いていました。

人の動き （庄原市の人口） 

令和４年８月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３２，８８６人（前年比－６９４人）　
男　　１５，７２４人（前年比－２７６人）　
女　　１７，１６２人（前年比－４１８人）
世帯数　１５，１４７世帯（前年比－１０７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４５９人（前年比＋２３人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，１５４人（７，９１８世帯）
○西城地域　　３，０６０人（１，３５９世帯）
○東城地域　　６，９５３人（３，３５２世帯）
○口和地域　　１，７９７人　　（７５５世帯）
○高野地域　　１，５４７人　　（６３５世帯）
○比和地域　　１，１９７人　　（５５３世帯）
○総領地域　　１，１７８人　　（５７５世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

10月23日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
30日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

11月６日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
13日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
▶森原多美子水彩画展
とき　11月７日㈪~９日㈬　10時～15時
※詳しくは、商工観光課までお問い合わせください。
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

10 月・11 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　10月31日㈪　「ベニバナ」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
○芸備線　カープ選手が一肌脱いだ写真展
　とき　10月21日㈮～11月６日㈰
○境港フェア　～秋の陣～
　とき　10月22日㈯～23日㈰

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　10 月 24 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
出演者　コールブロッサム（合唱）
橋
はしづめ
詰貴

たか こ
子 ( 指揮 )、加

か じ
治直

なお こ
子 ( ピアノ伴奏 )

演奏曲目　
「糸」、「紅

ぐ れ ん げ
蓮華」、「いのちの歌」ほか

▶コールブロッサム（合唱）
　広島市西区己斐東にある「見

けんしん
真学園けんしんこど

も園」の保護者で結成したコーラス部。部員約15人。
平成５年に結成し、園内行事、介護施設などの慰問
コンサート、各地のイベント・合唱祭などに参加。「音
楽の力と歌声で、元気になるコーラス部」を目指し
て活動中。
【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温、
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　11 月９日㈬　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

　口和郷土資料館には、昭和 20 年代のカヤ葺き屋根農家を
再現した囲炉裏の間があります。
　これは約 40 年前に
口 和 町 の 宮 内 地 区 に
あった古民家の囲炉裏
の間を譲り受け、移築
したものです。
　この地域では「ユル
イ」とも呼ばれていま
した。懐かしく思われ
る人もいらっしゃるこ
とでしょう。
　ユルイは元々「寛居（ゆるゐ）：くつろぐ場所」が語源と
言われています。
　
　当館では囲炉裏の間の座敷へ上がって、むしろ（わらやイ
グサで編んだ敷物）や、わら座布団に座って当時の生活の雰
囲気を体験することができます。
　鍋を吊るす自在カ
ギ、縄で固定されたカ
ヤ葺き屋根の骨格やラ
ンプ、そして当時の部
屋を再現して置いてい
る食器・箱膳、煙草盆、
ザツ ( 炭

す み

俵
だわら

など ) 編み
機、石臼などを見るこ
とができます。
　当時の囲炉裏は座る
位置が決まっており、土間から遠い奥の座は「上

か み ざ

座」と呼ば
れていました。

　囲炉裏の間は現在の家の居間のようなもので、食事などの
一家だんらん、臼ひきなどの作業にも使われました。　
　囲炉裏はとても多機
能で、当時の生活には
欠かせない役割があり
ました。木材やカヤ屋
根を燻して防虫性や耐
久性を高めたり、マッ
チなどの普及以前には
灰の中に種火を保管し
たりしていました。
　ご来館の際は、ぜひ「ユルイの間」を体験してください。

▲館内の囲炉裏の間

▲囲炉裏の間を体験する子どもたち

▲給食で提供した「わに料理」写真中央

一家だんらん

お詫びと訂正

　広報しょうばら９月号の表紙（１ページ）の
内容に誤りがありました。
　お詫びして次のとおり訂正いたします。
　▪紙面右上
　　（誤）　2022/August NO.209
　　（正）　2022/September NO.210

広報しょうばら／ 2022.10　26 27　2022.10 ／広報しょうばら



※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

ホームページ インスタグラム

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア等活性化協議会（事務局:商工観光課観光振興係 ☎0824-73-1179）

国営備北丘陵公園北入口エリア

秋のおいしい食べ物やドリンクを中心に、手作り雑貨や、子ども服のお店が集まります。
パフォーマンスステージもありますので、ぜひお立ち寄りください。

新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止となる場合があります。

と き

内 容

10：00～15：00

10/23 日

（１）食べ物、飲み物販売

（２）物販・ワークショップ

（3）パフォーマンスステージ
（ダンス、空手パフォーマンス）
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３年ぶりにYOITOKO音頭が響く！
　第 40回庄原よいとこ祭・8/27

　夏の庄原を盛り上げる「庄原よいと
こ祭」が３年ぶりに開催されました。
　庄原よいとこ祭は、新型コロナウイ
ルスの影響のため、過去２年間中止し
ていましたが、本年は会場を４つに分
け、パレードの様子をY

ユ ー

ouT
チ ュ ー ブ

ube で生配
信するなど、感染症対策を実施した上
で開催されました。
　当日はステージイベントやマル
シェ、縁日コーナーなどが設けられ、終
日、家族連れなどたくさんの人でにぎ
わいました。またパレードには17 団体
が参加し、躍動感ある演技が披露され
ました。
　パレード終了後には、サプライズで
花火が打ち上げられ、来場者は「久し
ぶりの夏まつりを楽しむことができ
た。忘れられない夏になった」と話しま
した。

▲迫力ある踊りを披露 

▲盛り上がったステージイベント

▲縁日コーナーも大盛況

▲たくさんの人でにぎわう会場
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